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図表3

▲ 企業における業務での生成AI利用率

図表4

▲ 生成AI活用・課題解決力強化研修

図表1

▲ 生成AIの活用方針策定状況

図表2

▲ 生成AI導入に際しての懸念事項

出典： 「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活用の動向に関する調査研究（2025年版）」（総務省）
を基に京都総研コンサルティングが加工して作成

出典：成基総研の資料を基に、京都総研コンサルティングが作成

出典： 「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活用の動向に関する調査研究（2025年
版）」（総務省）を基に京都総研コンサルティングが加工して作成

出典： 「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活用の動向に関する調査研究（2025年
版）」（総務省）を基に京都総研コンサルティングが加工して作成

■積極的に活用する方針である　　■活用する領域を限定して利用する方針である
■利用を禁止している　　■方針を明確に定めていない　　■わからない

■業務で使用中（期待を上回る効果になっている）　　■業務で使用中（期待通りの効果になっている）
■業務で使用中（期待を下回る効果になっている）　　■業務で使用中（効果は測定中または不明）
■トライアル中　　■使用を検討中　　■導入予定はない

■ 対象者
生成AI未活用の方
生成AIの活用が不十分な方

■ 受講形式
eラーニング

■ 受講費用（1名様あたり）
148,500円（税込）
※作成時点（2025年8月）

■ 受講時間目安
約12時間

研修基本情報

講座内容（一部カリキュラムより抜粋）

AI基礎知識
● �AI時代に求められる人材とは
● �生成AIの発展と拡大する影響
● �企業と個人におけるDX
● �生成AI活用／不活用で広がる格差
● �生成AIが用いている技術
● �AIを扱う際の注意点

実践的活用法
● �日々の業務で生成AIを活かすには
● �プロンプトエンジニアリング基礎
● �生成AIにプロンプトを生成させる
● �生成AIを使った壁打ち手法
● �生成AIの特性を踏まえた業務フロー

思考強化スキル
● �生成AIを活用するために必要な思考力 

― ロジカルシンキング 
― MECEの概念とロジックツリー 
― 課題思考、仮説思考、多角的思考

DXと課題解決
● �DX推進で効果的な業務の取り組み方 

― 課題とタスクの違い 
― 業務を構造的に理解する 
― イシューを特定するためのテクニック

● �生成AIを使って企画書を作成する
● �生成AIの回答を活かす創造的課題解決法
● �ケーススタディ

大企業

中小企業
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効果的な
活用方法がわからない

著作権等の権利を
侵害する可能性がある

ランニングコストが掛かる

出力結果に論理上不適切な
内容や偏見が含まれる

初期コストが掛かる

出力結果の精度に問題がある

情報の漏洩等の
セキュリティリスクがある

懸念事項はない

0

自社製品やサービスの
機能として組み込み

広報コンテンツの作成

事業や商品の企画における
アイデア出し

顧客対応の自動化

メールや議事録、
資料作成等の補助

プログラミングコードの生成

社内向け
ヘルプディスク機能
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ど
ま
ら
な
い
、「
業
務
に
定
着
さ
せ
る
」

ま
で
を
見
据
え
た
支
援
に
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
生
成
Ａ
Ｉ
の
基

礎
知
識
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を

想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
や
47
種
類

の
実
践
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
組
み
合
わ

せ
て
い
ま
す（
図
表
4
）。

使
い
こ
な
す
た
め
の
知
識
と
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
た
人
材
な
ら
ば
、
Ａ
Ｉ
の

定
着
を
促
進
し
、
企
業
の
課
題
解
決
に

大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
実
務
中
心
の
演
習
だ
か
ら
こ

そ
、即
座
に
業
務
に
活
か
せ
ま
す
。

さ
ら
に
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、

国
か
ら
の
助
成
金
取
得
も
可
能
で
す

（
2
0
2
5
年
8
月
時
点
の
情
報
）。

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
と
聞
く
と
、
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
話
に
思
い
が
ち
で
す
が
、

そ
の
一
丁
目
一
番
地
は「
ま
ず
使
っ
て
み

る
」こ
と
。
議
事
録
や
メ
ー
ル
文
案
作
成

と
い
っ
た
小
さ
な
業
務
で
の
活
用
が
変

化
の
起
点
と
な
り
、
や
が
て
企
業
全
体

の
変
革
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

株
式
会
社
京
都
総
研
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
は
、
株
式
会
社
成
基
総
研
と
と
も

に
、
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
の
育
成
支
援

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

は
、
単
な
る
ツ
ー
ル
の
導
入
だ
け
で
な

く
、
活
用
の
た
め
の
人
材
が
不
可
欠
で

す
。し
か
し
、そ
の
育
成
は
一
朝
一
夕
に

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
支
援
を
強
み
と
し
て
い
る
の
が
、

京
都
を
拠
点
と
す
る
教
育
系
シ
ン
ク
タ

ン
ク
の
株
式
会
社
成
基
総
研
。
同
社
は

企
業
向
け
の「
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
・
課
題

解
決
力
強
化
研
修
」を
行
っ
て
お
り
、単

な
る
ツ
ー
ル
導
入
・
ス
キ
ル
習
得
に
と

す
。
ゆ
え
に
リ
ソ
ー
ス
の
限
ら
れ
た
中

小
企
業
こ
そ
、
Ａ
Ｉ
の
恩
恵
を
も
っ
と

も
受
け
ら
れ
る
存
在
と
い
え
る
の
で
す
。

実
務
演
習
が
育
成
の
近
道

せ
っ
か
く
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
た
の

に
、
効
果
を
実
感
で
き
ず
、
活
か
し
き

れ
な
い
。
そ
ん
な
悩
み
を
抱
え
る
企
業

も
増
え
て
い
ま
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
を
企
業
に
定
着
さ
せ
る
に

別
す
る
と「
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
系
」と

「
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
系
」、
2
つ
の
活
用

法
が
あ
る
と
わ
か
り
ま
す
。

①
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
系
で
の
活
用

文
章
作
成
機
能
を
用
い
る「
社
内
向

け
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
機
能
」や「
メ
ー
ル
や

議
事
録
、
資
料
作
り
の
補
助
」な
ど
は

着
実
に
導
入
が
進
ん
で
い
る
分
野
で
す
。

先
行
企
業
で
は
生
産
性
向
上
に
大
き
く

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

②
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
系
で
の
活
用

「
広
報
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
」や「
事
業

や
商
品
の
企
画
に
お
け
る
ア
イ
デ
ア
出

し
」も
、Ａ
Ｉ
の
得
意
分
野
。

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
思
考
整
理
や
問
題
解

決
の
た
め
の「
壁
打
ち（
意
見
交
換
）」の

相
手
に
す
る
と
、
自
分
で
は
思
い
つ
か

な
か
っ
た
新
し
い
視
点
を
も
た
ら
す
仲

間
に
変
わ
る
の
で
す
。

最
初
に
自
分
の
ア
イ
デ
ア
や
考
え
を

文
章
で
入
力
し
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や

提
案
を
受
け
取
り
ま
す
。
そ
れ
を
基
に

質
問
を
重
ね
た
り
、
深
掘
り
し
た
り
と

い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
し
ま
し
ょ

「
生
成
Ａ
Ｉ
な
ん
て
ウ
チ
に
は
関
係
な

い
」と
思
っ
て
い
る
中
小
企
業
経
営
者

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

総
務
省「
令
和
7
年
版
情
報
通
信
白

書
」に
よ
る
と
、
生
成
Ａ
Ｉ
を「
積
極
的

に
活
用
す
る
」ま
た
は「
活
用
領
域
を

限
定
し
て
利
用
す
る
」と
回
答
し
た
中

小
企
業
は
、
大
企
業
で
の
割
合
が
55
・

7
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
34
・
3
％

に
と
ど
ま
っ
て
お
り（
図
表
1
）、そ
の
導

入
に
遅
れ
が
目
立
ち
ま
す
。

背
景
と
し
て
上
が
る
の
は
、「
効
果
的

な
活
用
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」と
い
っ

た
声
で
す（
図
表
2
）。

他
方
で
、
同
調
査
で
は「
業
務
効
率

化
や
人
員
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
る
」

な
ど
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
期
待
す
る
意
見
も

あ
り
、
利
便
性
は
認
識
し
て
い
る
も
の

の
導
入
に
は
後
ろ
向
き
に
な
っ
て
い
る
、

と
い
う
実
情
が
う
か
が
え
ま
す
。

中
小
企
業
こ
そ
Ａ
Ｉ
活
用
を
！

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
っ
て
人
手
不

足
、働
き
方
改
革
、業
務
効
率
化
と
い
っ

た
慢
性
的
な
課
題
の
解
決
を
図
る
こ
と

は
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
を
生
む
で
し
ょ
う
。

図
表
3
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
た

企
業
の
利
用
率
を
示
す
も
の
で
す
。
大

う
。
そ
う
す
る
う
ち
に
ア
イ
デ
ア
が
磨

か
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
Ａ
Ｉ
を
用

い
た「
壁
打
ち
」の
方
法
で
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
と
の
壁
打
ち
に
は
、
ア
イ

デ
ア
を
多
方
面
か
ら
検
討
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
で
も
や
り

取
り
で
き
ま
す
か
ら
、
自
ら
の
考
え
を

早
く
実
現
に
導
け
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
生
成
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
は
業

務
の
省
人
化
・
効
率
化
を
可
能
に
し
ま

“AI人材”育成の現在地
～中小企業の効率化に特化した実践演習～
進化を続ける生成AIですが、その活用に頭を悩ませる経営者もいるでしょう。
生成AIは、ビジネスシーンでの能率向上を見込める便利なツールとはいえ、
中小企業では、まだまだ導入が進んでいないのが実情といえるかもしれません。

今回は、生成AIを活用することで生まれるメリットとは何なのか、
そして、その効果を上げていくための“人材育成”について考えてみましょう。
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